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自然破壊・観光公害等、開発行為の見直しがさけばれつつあるこの期に、白

馬村遺跡詳細分布調査報告書が白馬村文化財第一集 として発刊できたことは、

新たな創造と環境を求めてステップを刻んでいかなければならない本村にとっ

て、大きな励みとなることと信んじております。

先人の文化を守 り、後世に伝えていくことは現代に生きる者のつ とめであり

ます。ある有識者は「観光地 とはす ぐれた文化を有するところだ」 といってお

ります。本村においてもまだまだ埋れた有形・無形の文化がありますが、これ

を見い出し、その価値を広 く知 らしめることは社会的に重要なことであると思

われますので、今後も文化財保護あるいは調査についても皆様の一層の御理解

をいただきたいものです。

調査にあたられました関係者及び土地・遺物の所有者の方々には、厚 くお礼

申し上げます。

白馬村教育委員会
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例

1.本遺跡分布調査報告は、長野県北安曇郡白馬村の埋蔵文化財包蔵地 (遺跡)を 対象とした

ものである。ただし今回は、山城址・居館址・寺院址 。中世以降と考えられる祭址・葬送関

係の遺跡は除外した。    .
2.本報告は、自馬村教育委員会の委託を受けた調査団 (団員名別項)が まとめたもので、作

業は、実地調査および遺物の実見を原則とし、協同作業によった。

3.村内遺跡遺物を網羅することを願ったが、調査の及ばなかった地域や、散逸してしまって

実見することのできなかった遺物もあった。

4.調査の基本は、春 日賢一 。江口善次・猿田文紀氏ら先学の業績に負うところが大きかった。

5。 遺跡番号は村内遺跡を通 し番号 とし、姫川右岸を南より北に、続いて左岸を南より北に追

う形をとった。古墳群は一群 を一番号 とし、古墳の項においてさらに一基ごとの番号を付 し

た。村内遺跡番号の下に (県理文地図番号 )〔信濃史料番号〕を付けた。村内遺跡番号は、

今回の調査団が付けたので、県埋文 。信濃史料の番号 と順序が異なりさらに遺跡数 も増加 し

ている。

6。 遺跡名は、原則として小字名 とし、土地での呼称をよみがなとして付けた。また同一小字

名をもつ遺跡には部落名を冠 してある。

7.所在地は地番まで記載することを願ったが、できなかった遺跡もある。

8.種別は包蔵地 古墳 (群 )と した。範囲は実測によるものもあり、歩測、日測によったも

のもある。 しかし節囲は確定するのに困難な点があるので、ここにあげた数字は必ずしも確

実なものではない。

9.時期については、旧石器・縄文 。弥生・古墳時代 。中世紀以降とし、若千の異説のあるこ

とは承知の上で、わかる限 りの型式名を記載 した。

10。 位置 。地形については、遺跡の所在位置と立地条件を明らかにすることに留意した。

11.備考欄には文献名を記載 したが、その遺跡の調査歴までは明らかにすることができなかっ

た。

12.遺跡分布地図には下記の記号に より、遺跡の所在地 と、およその範囲 を示 した。

……包蔵地

……古墳・古墳群

目
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発刊 にいたるまでの経過

白馬村はかっては雪深い辺ぴな農山村であったが、経済の高度成長とともに訪づれた観光開

発ブームによりここ15年程の間に大きく変貌をとげるに至たりました。

特に昭和40年代前半からの別荘団地開発、スキー場の造成、そして40年代後半から始まった

農業基盤整備事業道路改良などのため土地の形質は広範囲に変形されつつあります。

村内にもいくつかの遺跡 。遺物があることは村内外の研究者、識者により判ってはおりまし     ′
たが、広 く村民の中に位置づけられていたとはいえない状況でした。

これは寒村であった白馬村が今 日のような、観光村になるまでの経過の中では古代文化とい

うような非現実的な面までは手を回す余裕がなかったというのが実情でした。             ・

このような中で除々に民俗資料的なものを中心として歴史的なものへの関心が文化祭などを

通じて村民の中に高まってきました。

これは開発行為などで失なわれるものへのうずきとも郷悠とも感じられますが、こういっ

た村内の雰囲気を背景として今回の調査を始めるに至った引き金となったものに52年に行われ

た小丸山遺跡の発掘調査がありました。́小丸山遺跡の発見はたまたま小丸山が土取場となって

いたため、土を削った断面を当時白馬高教諭であった百瀬先生が見て住居跡を発見したもので

すが、これを発掘する過程において調査にたづさわった先生方の中から、この際白馬村内全域

にわたって調査をすべき必要がある旨声があがりました。教育委員会においてもこれ以上観光     .
開発、農用地整備が進展しないうちに調査すすめる必要性を感じたので良い機会ということで     ・

52年度に県に補助申請をし53年度において国庫補助事業として調査の運びとなったものです。

調査を始めるにあたって幸いなことには、村の小中高校に古代文化や地質あるいは民俗学等     1
の専門の先生方がおられたということで、調査決定が急であったにもかかわらず比較的スムー

スに調査体制ができあがったということです。

調査団は白馬北小の篠崎先生を団長、大町北小の松倉先生を副団長として白馬中田中 。白馬

高畑田 。金原、そして白馬高から転 出された百瀬の各先生を団員として構成されました。調査は

5月 の中旬から開始されましたが、雪の早い当村では11月 中旬までには現地調査を終らせなけ

ればならないということから、お忙しい各先生方には日程的にかなり無理をお願いする結果と

なってしまった。しかしながら、すでにほとんどの地区については団員の先生方が過去に調査

されてあったもので、これにより僅か 7ヶ 月の期間で一通りの現地調査ができえた訳でありま

す。                                               ・

また調査期間中に小中高校の生徒の協力をえたことにより遺物の収集、古墳の発掘がスムー

スにいったことも大きな力でした。

残念であったことは、農業基盤整備で白馬村には珍らしい弥生式の遺物が出土する白山城址

が壊滅してしまったこと。また遺跡の真上に家が建てられてあったことなどごく最近の出来事

であっただけに、行政的な連絡あるいは遺跡というものの村民へのPR、 社会教育における取



り組みかた等悔いが感じられました。

この報告書は村内全域にある遺跡の紹介という程度のものでありますが、調査の間において

は、地主の方、遺物の所有者に御協力を頂いた賜ものといえます。これを契機に古代の文化に

ついての興味がたかまりゆくならばさらに詳しい報告書の必要性も生じ、遺跡保護の声も広 く

沸いてくることと思います。

またそうさせなくてはならないものと感じます。



白馬村の自然環境

気候と動植物相

1.気温決定基本要素 と概況

その土地の気象は、その土地をとり巻く地理的条件によって決まる。地理的条件には緯度・

標高 。地形を始め、海からの距離・海流・季節風の影響など、諸々の要素が重なり合い関係し

合い複合体として現れるものであり、さらにこれらの気象条件や土壊条件などによって植物や

動物は、それぞれ適地を選び「住み分け」をしているもので、地区の植物相 (動物相)を 見る

ことにより (被度頻度などにより)そ の地域の気候条件 (生活環境条件)を 知ることができる

という、相関関係を持っているものである。

先ず気候要件の中心であり、植生要件の中心でもある気温について、その決定要素について

みると、

(1)緯   度

気温は基本的には地理的位置によって決まるといってよい。北に寄るに従い日射量が減

る関係で、緯度 1度北に寄るに従い、年平均で 0.9度低 くなるとされている。 (第 1表 参

照 )

白馬村は北緯36° 42′ であるから、県南部の飯田 (35° 31′ )や高遠 (35・ 50′ )よ り気温は

1度近 く低 くなることになる。

(2)標 一局

緯度に次いでの気温要素は標高である。標高の場合は 100π につき約0.57度 の差を生ず

るといわれている。 (第 1表参照)白 馬村の集落は650～ 800π の間にあり、日本でも比較

的高い位置にあるといわれているが、飯田市 (481π )長野市 (418π )松本市 (600π )と

比べて0.6～ 1.7度低いことになり、緯度標高を加味 した温度差を計算すると、飯田市より

3度、同じ標高の高遠 と比べても 1度低いことになり、この 1度 という数字は植物にとっ

ては大事な温度で、ちなみにさくら前線を比較 してみても、飯田 4月 7日 、高遠 4月 18日 、

松本4月 13日 、長野4月 14日 に対し白馬村では例年4月 下旬で、飯田より20日 以上、高速

より10日 も遅れて開花 している。

(3)地   形

地形も気象に大きく影響する。白馬村は周囲を山に囲まれ、小盆坤状地形をなし、海か

らも遠いので内陸性気候 を示 し、日中は比較的高温であるが、夜間は温度の放出が激しく

夏季は涼しいけれど冬季晴天の夜の冷え込みはきびしいものがある。       、

また北方は日本海に向い姫川漢谷が廊下状に口を開け、西方も距離的には海に近いので

いわゆる裏 日本型気候 とよばれる気候の影響を受け、雪積は多じヽが植生等を見る時質的に



はあまり強い影響を受けていないことが解る。                ´

14)季節風と雪

冬季シベ リヤ大陸上空に発達した高気圧は日本海を渡る時大量の水蒸気を含み、これが

北アルプスに衝突し冷却して周辺に多量の雪を降らせる。白馬村全域はこの雪の影響下に

あり、この時期は北西の風が強く冷え込みがきびしい。

2.降 水 量

郡の統計から見ると、佐野坂を境にして北部は南部に比し降水量が多く、年間 2,000mに 近

い数字を示している。これは大町市より700m多 く、又、長野市の2倍に値する量である。この

数値を月別に検討してみると、夏期も多いが特に冬期に多いのは雪によるものである。

しかし快晴日数は他地区と同じであり、曇天日数は松本や長野よりむしろ少ない統計となっ

ていることは、集中豪雨型の雨が多いことを物語っている。

雪については自馬村は本場であり、佐野坂峠を境として北部に多く、雪のある期間は例年11

～4月 の間105～ 115日 、最深雪積量は、180～ 240∽ を記録している。

3。 気候 的特長 と動植物相

｀ 以上大まかに自馬村の気候と地理的要素の特長を述べたが、これらを要約してみると、

(1)緯度が低 く標高が高いので夏は冷涼ですごしやすいが冬季はきびしい寒さに襲われマイ

ナス20度以下になることもある。

「
b     (2)降

雪が多く積雪期間は100日 以上に達し、年間降水量は2,000mに 近い。

(3)裏 日本型気候と内陸性気候の接′点に位置しているので両者の気候が入り混って現れる。

ということができる。

このような特長は最初にも述べた通り、気候に敏感な動植物にとって、やはりそれなりの適

応を示し、また社会を形成している。

その特長的な例をオ直物にとり2～ 3挙げてみると、

(1)暖帯系植物が育たない。

平均気温が低 く冬の寒さがきびしいので、サルスベ リ。カキ・ヒイラギ・ヤブツバキ・

シイ・カシなどの長野市や大町市で育っている暖帯系やそれに近い植物がほとんど育たな

い。しかし夏作物である水稲などは開花期とそれ以後の低温障害に逢わない場合は、夜問

の冷涼はかえって生育に適しているといえる。

`      (2)寒 さに強く多湿を好む植物に適している。

年間 2.000mに 達する降水量は、土壌との関係もあるがスギ・イチイなどの生育に適 し

佐 野坂から小谷村にかけては秋田に比適する杉の美林地帯を形成している。

(3)裏 日本型植物

裏 日本型気候 を代表する、ユキツバキは小谷村南小谷の辺までが生育限界であるが、

その影響は少な くなるとはいっても佐野坂峠近 くまでは、オオイタドリ・サンカヨウ



シラネアオイ・ハイイヌツグ・チャボガヤ・カライトソウ 。オオバツツジ・ツルシキミ・

エゾユズリハなどの、裏 日本を特長づける植物がみられる。

(4)温帯～寒帯動植物がみられる。

白馬岳を主峰とする高岳を持つ白馬村は、平地から低山帯にかけてはマツ・スギ・クリ

ナラ・シラカバ 。トウホクノウサギ 。ムササビなどの温帯系動植物、それから上部はオオ

シラビソ・ダケカンバ・ゴゼンタチバナ 。マイズルソウ・カモシカなどの亜寒帯、さらに

2,000π を超える高山ではハイマツ・コマクサ・ウルップソウ 。ハクサンイチゲ・シナノキ

ンバイ・ライチョウ 0オ コジョなどの寒帯の動植物と垂直的に巾広い動植物相がみられる。
だ

(長 沢   武 )

参考文献

北安曇誌編纂委員会「北安曇誌第1巻 自然」第4編 気候 1967

長野県天文気象教育研究会「信州の天気」信濃毎日新聞社 1978
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表 1 気 温 差 の 計 算 表

表 2 最高低気温の平均と年較差 (1953～ 1967)

観測所 雀

土

谷ヽ

城

城

町

田
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本

田
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中
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甲
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表 3
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-3.9
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-1。 8

-1。 4

-1.5
0.6

-1.4

-3.4
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-1。 0

-1。 1
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月
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129
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2.6
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3。 2
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9。6
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11。 4

10.2
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13f3
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14.4

15=0
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15.8

15.3

水
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79
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90

180
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18。 2

19。 2

19.7
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24.4
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11。 9
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降〃J 量 (1967:累年平均 )

観測所 全 年
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154

1“

148

232

112
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118
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59
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86

50

180

67
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2103

1980

1315

1195
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1661

998

2370

1207

1933

月 2 5 6 7 8 9 10

緯 度 1度
に ついての

気温変化 ℃

0.9 0.9 0.8 0。 7 0.6 0.7 0。 8 0。 9 1.0

高度 1,000″

に ついて の

気温変化 ℃

5.6 6。0 5.6 6。0 6.2 6.4 5。 8 5も6 5。 3
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気温は緯度による減率を考慮して

大町の位置 (北緯 37・ 30/)に 移した値による
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表 4

観測所

観測所

南
/Jヽ

谷

平均
極

年日

15.8

40。 0

昭 22.18

8
9
9ヽ
8
9

9

11

8

17
15
17
16
14
17
16
18

18.4

38。 0
13.4

48.4

5。 1

".4明41。 9

14

2。 2

23。 5

8

7

10
6

8
9

7

7

15
16
13
16
15
15
19
17

15。 1

53。 0

大 1。 30

月 別 快 晴 日 数 (1958～ 1967平均 )

計

谷ヽ

城

町

田

科

本

田

野

南

北

大

池

豊

松

飯

長

谷ヽ

城

町

田

科

本

田

野

南

北

大

池

豊

松

飯

長

5

4

7
7

8
9

13
8

6
8

8

7

8

10
13

7

7

6

10
9

10
12
13
8

90
90
96
83
97

101
106
86

７

７

５

６

８

６

５

５

５

６

５

３

５

４

４

４

９

９

９

８

９

８

８

８

11
10
9
9
9

8

9

8

11
11
10
9

11
12

10
10

８

８

９

７

７

９

７

８

５

５

５

４

５

５

６

５

表 5 月 別 曇 天 日 数 (1958～ 1967)

計

22
21
18
16
14
15
13
18

16
15
11
12
10
13
12
16

16
14
17
16
14
18
19
19

14
15
16
17
14
19
19
19

16
17
19
19
16
22
22
21

16
16
18
17
14
20
21
19

11
12
11

14
11
13
15
14

16
16
17
17
15
19
19
19

16
16
16
16
16
17
18
18

19
17
15
16
13
15
14
16

194
190
188
192
166
203
207
214

表 6 月 別 最 深 積 雪 の 記 録

観測所

池

　

田

742。 4

昭 2. 2。 13

197.0

昭21.12。 19

.翌`盛

53.0
1.12.30

0。9
6.1

昭 5。 30

〕:33;19

●% 1.8 調



表 7   大町以上における大糸線沿線 の積雪

駅名 年 1950 1951 1952 1953 1954 1955 平 均

大

　

町

積雪日数 (Bl

根雪期間 lal

最深積雪 0

０

６

０

８

６

８

103
88
40

６

５

０

５

１

２

３

０

０

４

２

５

１

９

０

６

４

５

１

０

０

９

６

１

２

０

０

７

５

６

築

　

場

積雪日数 (Bl

根雪期間 (Bl

最深積雪 0

129
126
270

141
141
270

８

６

５

０

０

０

１

１

２

６

１

０

９

９

８

３

０

０

０

０

６

２

５

０

３

２

７

１

１

３

118
115
242

白

　

馬

積雪日数 (Bl

根雪期間 (al

最深積雪 0

122
116
165

一　

　

１０

９

６

０

９

９

５

93
89

120

０

８

０

０

９

６

１

０

０

２

１

０

１

１

３

７

２

４

０

０

８

南

小

谷

積雪 日数 lBl

根雪期間 (Bl

最深積雪 0

０

９

０

１

９

２

１

　

　

２

５

６

０

２

９

９

１

　

　

２

０

９

０

１

９

８

４

１

０

９

４

８

３

０

０

９

９

３２

０

２

０

０

８

８

６

４

７

０

８

４

中

　

土

積雪 日数 (Bl

根雪期間 (Bl

最深積雪 0

７

１

０

１

０

２

５

７

０

２

９

３

１

　

３

１

０

０

１

０

５

６

１

０

９

４

８

５

４

０

９

９

３２

９

２

０

９

８

０３

107
86

251



Ⅱ 地形および地質概説

白馬盆地は、南の神城平と北の北城平とに分けられる。

1.神 城 平

姫川の源流部にあたり南北3腸、東西 1.5続の山間盆地である。おそらく松川平川の堆積物

によって、せき止めのためにできたのであろう鹿塩湖とよばれる旧湖沼によってできた盆地と

考えることができる。

オヨミ・ガクモガ原には厚い泥炭の堆積が認められ、また盆地周辺の堆積物中にも厚い腐食

土層が含まれていることからも、かょてこの湖がかなり大きな分布をしめていたと考えられる。

盆地西部は岸錐あるいは小規模の扇状地と考えられ、末端部には多量の湧水が認められる。

また東部は構造改善事業のため、すっかり旧地形が確認しにくいが、未発達の河成 (湖成)の
段丘状の地形がみとめられ、多くの遺跡はこの台地上に分布する。この地形の成因は今後の詳

しい調査を行なわなければ断定はできないが、宮原遺跡 (厖 12)の道路横の露頭では、最上部

に、約20∽の褐色土、さらに下部に15"の漸移帯をはさんで、25のの黒褐色泥炭層をはさみ、

下部は褐鉄鉱をふくむ砂質シル ト層からできていて、この地層をみるかざりでは湖沼堆積物と

考えてもよさそうである。

またこの地域は東からはりだした二紀層 (凝灰岩・石英安山岩)を 平地の堆積物がおおって

おり、古墳群はこの岬状にはりだした三紀層上に作られている。

2。 北 城 平

白馬盆地北部の南北 7あ、東西 3腸、第二紀層を浸食した段丘面と、松川平川による多量の

堆積物による扇状地と、さらにこれを削る段丘面とからできている。

第二紀層の削られてできた段丘面として、蕨平・城山等が考えられ、山間地の野平 。青鬼は、

三紀層の削り残された平坦面と思われる。

松川平川による西山からの大量の堆積物は北城平のほとんどをしめる複合扇状地を作ってい

る。しかしこの扇状地もその生成後の浸食基準面の変化によって解析を受けていると考えられ、

船山・堂平等はその削り残しと考えられよう。

白馬高校 畑  田 充



遺 跡 地 名 表





白 馬 村 遺 跡 一 覧 表 (古 墳 を 除 く )

遺

跡

番

号

遺

　

跡

　

名

旧

　

石

　

器

縄 文 弥  生 古墳時 代 古 墳 以降

早

　

期

一馴
　

期

中

　

期

後

　

期

晩

　

期

中

　

期

後

　

期

l 大 原 0 0

2 稲 場 ○

宮  屋  敷 時 期 不 詳

鎌 田 時 期 不 詳

5 小  田  原 ○

6 子 安 神 社 ○

7 白 山 城 址 ○

向 山 ○ ○

12 宮 原 ○ ○

13 大  屋  敷 ○

16 北谷地 小丸山 ○ ○ ○ ○ ○

17 城 峯 神 社 ○ ○ ○

19 中 麻 ○

20 堀の内 小丸山 ○ ○

21 程 沢 ○

22 下 原 ○

23 上段 第 1地点 時 期 不 詳

24 上段 第 2地点 ○ ○

25 の 入 ○

26 宮 の 一別 時期 不 詳

27 滝  の  官 ○ ○ ○ ○

28 馬  場  平 ○

29 下 麻 時 期 不詳

30 堂  の  坂 時 期 不詳

大 麻 ○

32 向 原 時期 不詳

33 善  鬼  堂 ○

馬 場 ○ ○

35 下  く  れ ○

36 一里 田 0 ○

37 屋 敷 ○

38 船 山 0 0 0

39 古 屋 敷 ○ ○ ○ ○

40 堂 平 ○ ○ ○

塩 島 時 期 不詳

42 岩  下  ロ 時 期 不 詳

落 倉 北 原 時期 不詳
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遺 跡

NO

遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模

位 置 。 地 形 .地 質

1

(7568)

お っ ぱ ら

大    原

神     城

(内   山 )

包 蔵 地

1′ 500m2
原  野

若 干 の盗 掘 址

あ る も大 部 分

原 状 を とど め

る

姫川の支流宮 沢 の原流、バ

沢 に のぞ む西 向 の緩 斜 面。

内 山部落 南方 の山 間地。

ドの

2

12053)
迎場 と記

す

い な   ば

稲    場

神 城

(内   山 )

4,529番 地

包 蔵 地

600m2
畑

宅 地

姫川の支流宮沢の右岸、 西 向 き の

緩 斜 面。

内山部落 の中

3 おみややしき

宮  屋  敷

神     城

(内   山 )

包 蔵 地

200m2
原 野

旧 内 山 神 社 境

内

内山部落北端前方に湿 田 をのぞ む

南 む き山麓の緩斜面。

付近に湧水あ り。

か ま  だ

鎌    田

神     城

(内   山 )

包 蔵 地

200r
原 野

内山小盆地の北端、南北 に伸 び る

小 丘陵 の南麓 で、 南 む きの緩 斜 面

付近 に湧 水 あ り。

5

(9066)
ら

原

だ

田

こ

小

神     城

(佐   野 )

包 蔵 地

4,000m2
原 野 (も と畑 )

一部 宅 地

四ケ庄盆地の最南端。姫 川 の原流

地 親海 にのぞ む小 台地 で坂 野坂 に

連 な る舌 状 丘陵 の北端 に あた る平

坦 面 で あ る。

東側 を小田原沢 が開析する。 平坦

面 全域 が包蔵 地 と考 え られ、 ロー

ム質 土 層腐植 土 層 が確 認 で き る。

6 こやすじんじゃ

子 安 神 社

神 城

(佐   野 )

2.588番 地

包 蔵 地

1,200m2

神 社 境 内

東佐野部落の南方。宮 沢 に のぞ む

北 向 きの丘陵 の先端 上。
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遺物 所 有者
時   期  。 遺   物  .遺   構

古 墳時 代 以降

長沢 悠紀

松倉  豊

土 師 器

(時 期不詳

早 期

前 期

諸磯 B.C式

打製石斧

滑 石製 品

(円 板、 そ

の他 )

石鏃 (多 数 )

長沢  悠 紀前 期

諸磯 BoC式

時 期不 詳

時 期 不 詳

白馬村 教 育

委 員会

松 倉   豊

中期

前半型 式 他

打製 石 斧

晩 期

氷式

社 殿 を

建 て る

た めに

若 干 削



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模

位 置 。 地 形 .地 質

7 はくさんじょうし

白 山 城 址

城

(東  佐 野 )

(代 表 )

2.487番 地

集 落

6,000辞

水 田

東佐野部落の南に面 す る。 部 落東

側 の丘 陵 に連 な る巾広 い台地 の平

坦 面 全域 が包蔵 地 と考 え られ る。

シル ト質 の河 川堆 積 土 層 を基盤 と

して い る。

8

(5320

1

5330)

(1882〕

|

(1892〕

ひがしさの

東佐 野 古墳

群

神 城

(東 佐 野 )

2,362番 地

5,136 ″

5,137″
5,135″
5,134″

5,133 ″

東 西 200m
南北 100m

東佐野部落の東西 に長 い小丘陵 上

に 11基 の円墳 が存 す るが 3小 群

に分 かれ る。

その 1群 丘陵 尾 根 頂 部 に東 西 l列

に並 ぶ (5。 7～ ll号 )。 他 の

1群 は丘陵 西側 末端 の緩 傾斜 面 に

不規 則 に点 在 し (2～ 4,6号 )

該 して大形 で形 も整 っ てい る。 残

りの 1群 は他 か ら孤 立 して部落 入

日の南 向緩 斜 面 末端 に存 る (1つ

9

(5335

|

5337)

1879〕

|

1881)〔

つちはじ
土橋 古墳群

神     城

(沢   渡 )

10 むナやま

向山古 墳群

神 城

(沢   渡 )

13.080番地

12,805 〃

12,806 ″

12,807 ″

三 日市 場 部 落 南 方 、 東 佐 野部落ま

で連 な る 南 北 の 丘 陵 の 北 端 に 位 置

す る三 基 の 古 墳 群 で 、 眺 望 は 良 好

で あ る。



時 期 遺 物 洩退 構

遺 物 所 有 者 備  考1目 縄 文 弥 生 古 墳 古墳 時 代 以降

磨 製石 斧 土 師 器

五 領 式

も と住 居 址

二 軒 以 上 の 存

在 が 認 め られ

た とい フ。

松 沢  宗雄

松 倉   豊

昭 和 52

年 度 開

田 の た

め壊 滅

した。

4号 墳 近 辺 よ

り土 器 片 (前

期 ?)及 び 打

製 石 斧 の 出 土

を認 む

白馬 村教 育

委 員会

古 墳 の

項 参照

古墳 の

項 参照

古 墳 の

項 参 照



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模

位 置 .地 形 .地 質

11
(2056〕

むけ  やま

向    山

神     城

(沢   渡 )

13,080番 地

12,805″
12,806″
12′ 807″

包蔵 地

5,000r
原 野

も と畑

三日市場部落
°
の南方。 宮 沢 をへ だ て

宮 原遺跡 と向 い あ う。

姫り|1河岸段丘 右 岸 を 宮 沢 が開析、

宮 沢 の河 川堆 積 層 上 に立地 す る。

背後 に向 山古 墳 群 の存 す る丘陵

が迫 る。

12
(9065)

み や  ば ら

宮 原

神 城

(三 日市場 )

1.310番地

包 蔵 地

2,500r

水 田 及 び 畑

三 日市 場 部 落 西 南 方。姫 川河 岸

段 丘 先端 で、 宮 沢 に臨 む南西 向 き

の緩 斜 面、 ィル ト質土 を基盤 とす

る。

13 お  や しき

大  屋  敷

神 城

(三 日市 場 )

11,323番 地

包蔵地

2,5 0

宅地

畑

三 日市場部落西南のはずれに存 すく

(宮 沢 にのぞ む河 岸段 丘 上 の平坦

地 )

姫川右岸河岸段丘上の広大な平

坦面で、背後は宮沢に開析 される《

し ゃ ご じ塚 神 城

(三 日市 場 )

ll.508-ロ

番地

15 き もん

鬼  門 塚

神 城

(三 日市 場 )

11.574番地

16

(9068)
〔2055]

きた や  ち

北  谷  地

こ ま る や ま

小  丸  山

神 城

(ゴヒ谷 地  )

17,263番 地

集 落

原 野

宅 地

東 部 の
:ほ

ど

は採 土 の た め

削 平 され て い

る

掘 の内部 落 と北谷 地 部 落 の間 に

あ る比 高約 15mの 小 丘陵 先端 の

平坦 面全域 が包蔵 地 とな る。

叉、 丘陵 平坦 面 西端 及 び中央 に

小 円墳 が三基 認 め られ て い る。

地 山 は不 詳 だ が細砂 質 で、 その

上 に ロー ム及腐植 土 が薄 く堆 積 す

る。

‐24



時 期 遺 物 遺 構

遺物所有者 備 考
1日

縄 文 弥 生 古 墳 古墳時代以降

磨 製石 斧 土師 器

杯 甕

(時 期 不詳〕

篠崎  喜 賀

白馬 村教 育

委 員会

前期 後 半

あ るいは中

期 前 半

土 師 器

須 恵 器

(も と開 田 の

折 に 杯 が 出 土

l´ カ ルい う｀

松 倉   豊

白馬 村教 育

委 員会

土師 質 土 器

時 期 不 詳

白馬 村教 育

委 員会

中 世 沢

渡 氏 の

居 館 址

古墳 の

項 参照

古墳 の

項 参 照

ナ イ フ

形 石 器

石 刃

尖 頭 器

石 核

早期

山形及 楕 円

押型 文

前 期

関 山式 或 は

黒浜 式

諸磯 A或 は

B式

打 製 石 斧、 石

錐 、 磨 製 石斧

石 匙 、凹 石

中期

栗 林 式

後 期

箱 清水式

同期 の住 居

址 1軒

磨 製石斧 、

滑 石 製紡、

錘 車、 同装

身具、磨 石

士 師器

(時 期不 詳 )

自馬村教 育

委 員会

鎌 倉  伸 夫

松 倉   豊

古墳 の

項 参照



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模
位 置 。 地 形 .地 質

17

(7572)
じょう冽なヒん臥

城 峯 神 社

神     城

(堀  之 内 )

15,152イ～

口番地

包蔵 地

2,500ぽ

神 社境 内

(堀 之内部落 の北部。 尾 根 の先端

上 の平坦 地 )

堀之 内部 落 北側 背 後 の小 山塊 、

南 向 の尾 根 先端 に存 す る平坦 地 で

背 後 に城 址 と古 墳群 が ひか える。

急斜 面 を経 て堀之 内部 落 に至 礼

18

(5351
|

5333)
〔1875〕

|

(1877)

じょう純

城 峯 古墳群

神 城

(堀  之 内:)

15,1 3 1番地

15,122″

堀之内部落背後 の丘陵上、城峯

神社及城址 の上方 に位置す る。 広
い南向丘陵斜面 に不規則 な配置 で

五基 の円墳が存す る。 沖積地 か ら

の比高が高 く眺望 は良好 である。

19 な か  あ そ

中 麻

神 城

(堀  之 内 )

18,028～
二 番 地

包 蔵 地

1,5 0 0 rP

桑 園

宅 地

堀 之 内部 落 内 の西側 はず れ に存

す る。 谷地 川 に のぞ む低 い段 丘 上

最 末端 で南向 きの緩 斜 面。 厚 い河

川堆 積 層 を基盤 とす る。

20 ほり   うち

堀  之  内

こ まる  やま

小  丸  山

神 城

(堀  之 内 )

15,062地

包 蔵 地

90
桑 園

墓 地

堀 之 内部 落 北端 南 む きの段 丘 上

で、 部落背後 の小 山塊 の裾 に も相

当す る。 南向 き緩 傾斜 面 で散 布範

囲 は狭 い。 段 丘 下 に湧 水 が存 す。

21 ほ ど  さわ

程 沢

神 城

(飯   田 )

19,017
～ 2

不 詳 姫 川 右岸段 丘 の上 だが不詳



時 期 遺 物 遺 構

遺物所有者 備  考
1日 縄 文 弥 生 古 墳 古 墳 時 代 以降

前期

諸磯 A式
後 期 土師 器 松 倉   豊

柏 原 孝 吉

中世 山

城 に利

用 され

る

古 墳 の

項 参照

土師 器

高杯 ほ か

鬼 高式

(6世 紀 )

白馬村 教 育

委 員会

柏 原  孝 吉

倉庫建

築 の た

め一 部

破壊

中期

栗 林 式

後 期

箱 清水式

打 製 石庖 丁

白馬村 教 育

委 員会

柏原 孝吉

施釉 陶 器 (1

片 :の 4)
(時 期 不 詳 )

白馬 村教 育

委 員会

圃 場 整

備 の た

め 動 か

した土

の 中 よ

り発 見

した た

め、 正

確 な位

置 、 種

別 等 不

明 で あ

る。



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模

位 置 。 地 形 .地 質

しも はら きた
下  原  北

神     城

(飯   田 )

包蔵 地

1,000r
宅 地

原野

姫 川 右岸 の段 丘 上 の狭 い平坦 面

を程 沢 が開析 す る。 この程沢 に臨

む南 向 きの緩 斜 面 全域 が包蔵 地 と

考 え られ る。

23 わ   だ ん

上    段

第 1地 点

神     城

(飯   田 )

包 蔵 地

1,o o o m2

原 野

水 田

土 砂 採 取 の た

め 大 半 は 失 な

わ れ る。

姫 川右岸 の河 岸 段 丘 上 の平坦 面

の先端 に立地。 河 川堆 積 層 を基盤

とす る。

わ だ ん

段上

第 2地 点

神     城

(飯   田 )

包 蔵 地

4,000r

水 田

原野

姫川右岸、河岸段丘先端。北側

に小山塊 をひか える。

2 5 き た  い り

北  の  入

神    城

(飯   田 )

包蔵 地

原 野

姫 川 右岸、 山麓 の舌 状 台地 中央

部 分。

26 み や  ま え

宮  の 前

Jヒ           場茂

(嶺   方 )

23,622
-イ 号

番 地

包 蔵 地

400r
宅 地

畑

神 社 境 内

嶺 方部 落 中央 の諏 訪社 前。 山す

そ の東 向 き緩 傾 斜 地。

27
(5338)
12058〕

た き みや

滝  の 官

Jヒ           カ戊

(幸   田 )

26,087
番 地

包 蔵 地

2,000m2

水 田

桑 畑

幸 田部 落 の東 方、 日向沢 の段 丘

上、 南 向緩 斜 面 山麓 湧 水 地 帯 で小

さな沢 の開析 に よ り複 雑 な微 地 形

をなす。

28



期 。 遺   物 。 遺

古墳 時 代 以降弥     生 1古     墳

土師 質 の 発形

土 器

(平 安 末～

鎌 倉時 代 )

後 期

箱清 水

白馬村 教 育

委 員会

白馬村教 育

委 員会

土 師 器

杯 (時 期 不

詳 )

前 期 後 半

～ 中 期 前 半

型 式

チ ャー ト片

石 皿

白馬 村教 育

委 員会
前 期

諸磯 A式
B式

白馬 村 教 育

委 員会

チ ャ ー ト片

郷 津  元 治

松 倉   豊

前期

諸磯 A～ C

式

中期

曽利 式

加 曽利 E式
後 期

堀之内 IoⅡ 式

晩 期

遺物 所 有 者



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

種  別  規

模  現  状

位 置 。 地 形 。 地 質

28 ばん ば

馬  場

か
平

ゴヒ           カえ

(蕨   平 )

22,171
(代 表 )

包 蔵 地

5,000m2

畑

蕨 平 部 落、 背後 の丘陵 は部 落東

側 で 巾広 い平坦 面 を形 成 す る。 こ

の若 干 南 又 は西 に傾 斜 す る平坦 面

全域 に遺 物 が散 見 され る。

29

(5342)
(2063〕

しもあそ う

下 麻

城

(蕨   平 )

21,682

番 地

包 蔵 地

2,5 0

宅 地

蕨 平 部 落 の 西 南 方 、 姫 川 右 岸 の

段 丘 先 端 に 位 置 す る背 後 に丘 陵 が

迫 り、 西 向 き緩 傾 斜 面 は 狭 長 で あ

る。

眼 下 に姫 川 本 流 を見 下 す 。

30

(2063〕

ど う さか

堂  の 坂

城

(蕨   平 )

21,736-1

番 地

包 蔵 地

2,0 0 0 ma

畑

宅 地

蕨 平 部 落 の 存 す る丘 陵 西 斜 面 に

張 り出 した テ ラ ス の 先 端 付 近 、 西

向 き傾 斜 面 に存 る。

お お あ そ う

大 麻

Jヒ           カ尤

(野   平 )

代 表

18,420
番 地

包 蔵 地

2,500ぽ

畑

宅 地

沢尻 沢 の源 流 の 西

地。

野 平部 落 の西 に続

層 が確 認 で きる。

む きの緩 傾 斜

く地 域 ロー ム

32 む け  ば ら

向 原

ゴヒ          吻尤

(野   平 )

代 表

18,142

番 地

包 蔵 地

1,000m2
畑

沢尻 沢源 流 の 南尾 根 傾斜 地 の末

端。

野 平 部 落 の西 南 に位 置 す る南尾

根 の西 南 向緩 傾斜 地 畑地 の下 部 ロ

ー ム層 が確 認 で き る。

33 ぜん き ど う

善  鬼  堂

Jヒ           吻尤

(青   鬼 )

代表

17,451
番地

包 蔵 地

2,500が
原 野

桑 園

青 鬼 部 落 の北 方 上物。 神社 の下

手。

青 鬼沢 にのぞ み南 に面 す る台地

の上部段 丘 の上 に立 地 す る。

30



時 期 遺 物 遺 構

遺 物 所 有 者 備  考

1日 縄 文 生弥 古 墳 古墳時代以降

前 期

諸磯 A.B式

土 器

チャート製フレイク

チャートチップ

緑泥片岩チップ

決状 耳飾

土 師 質 土 器

須 恵 質 施 釉 陶

器

白馬 村教 育

委 員会

時期 不 詳

滑 石製 品 (大量)

ホ テ ル

建 設 の

た め数

年 前 に

壊 滅 し

た とみ

られ る。

白馬 村教 育

委 員会

詳 細未

確 認

須 恵 器 (時 期

不 詳 )

土師 器 。甕

(時 期 不詳 )

白馬村 教 育

委 員会

チ ャー ト剥 片

(時 期不 詳 )

白馬 村教 育

委 員会

中 期

後 期 堀 之 内式

白馬 村 教 育

委 員会



遺 跡

NO

遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模

位 置 。 地 形 。 地 質

34

(7567)
〔2060:

ば ん   ば

馬    場

Jヒ           カえ

(青   鬼 )

代表

17,592
番 地

包 蔵 地

5,000m2

畑

青 鬼 部 落 の東端 青 鬼沢 に のぞ む

南面 の台地 。

しも

下  く れ

神 城

(沢   渡 )

6,899

番地

包蔵 地

4,000m2

桑 園

宅 地

沢 渡 部落 内。

姫 川 左岸滝 沢 の広 い扇 状 地 の中

央 部 で、 姫 川 との合流 点 に近 い東

向 き緩 傾斜 地。 扇 状 地堆 積層 を基

盤 と し、姫 川 の後 背湿 地帯 に のぞ

む。

36

(7566)
〔2057〕

ま め

呈

だ

田

神     城

(飯   森 )

代 表

24,664

番 地

包 蔵 地

2,50

水 田

宅 地

飯森 部落 東 北端 。 平州 の形成 し

た扇状 地 最 末端 の平坦 地。 姫 川 の

後 背湿 地 に臨 む。

37 や   しき

屋    敷

神 城

(飯   森 )

26,932
番 地

包 蔵 地

1,500r
水 田

飯森 部落 北 西 方 の山麓 の小 テ ラ

スで平 川扇 状地 の扇頂 に近 く、 扇

状 地 の上 にの るか も しれ な い。

38
(5341)
〔2061〕

ふ な や ま

船    山

ゴヒ          カ尤

(蕨   平 )

代 表

1,886
番地

包 蔵 地

4,000r

原 野

墓 地

盗 掘 あ と著 し

白馬 町 南東。

扇状 地 末端姫 川 を眼下 に見 お ろ

す孤 立 小 丘陵 。 第 3紀 層 も しくは

扇 状 地堆 積 層 が開析 され た残 丘 ら

しい。

小丘陵 全 面 が包蔵 地 とな る。

39
(7565)

ふ るや しき

古  屋  敷

城

(八   方 )

5,045
番 地

集 落

6,000r
畑

八 方部落 の中大樽 川扇 状 地 の一

角、 段 丘 下。



遺 物 所 有 者

古墳時 代 以降

白馬 村教 育

委 員会

郷 津  勝忠

中期前 半 型式

″ 後 半型 式

後 期堀 之 内式

打製 石 斧

磨 製石 斧

宮 沢  千 治

松 倉   豊

後 期

箱 清水式

田中   要

武 田  稔

松 倉   豊

西沢  良典

中期前 半 型式

曽利 1.2式
後 期堀之 内式

灰釉 段 皿 窪 田伊 左衛門

信濃 考

古学 会

誌

田中  要

西沢  良典

郷 津  元 治

白馬 中学校

前 期

黒 浜 式

諸 磯 A.B式

北 白 川 下 層

中 期

曽利 式

後 期

堀之内 I.I式

早期

楕円押型文土

前期 諸磯 B式

中期 曽利 式

後 期 堀之 内式

白 馬 中 学 校

松 倉   豊

大 谷 徳 衛 門

信濃

複原住

居

土師 質甕



遺 跡

NO
遺  跡  名 所  在  地

規

　

状

別

　

現

種

　

模
位 置 。 地 形 。 地 質

40

(5339)
〔2059〕

ど うだ い ら

堂 平

城

(大   出 )

8,252

番 地

包蔵 地

200m2
も とは更 に広

か っ た もの を

松 川 に よ って

削られたよう

で あ る。

大 出部落 東 北 方松 川 と姫 川 の合

流 点 に近 い残 丘様の丘陵。

しお  じま

塩    島

ゴヒ          吻戊

(塩   島 )

13,000ヽ
番 地

包 蔵 地

4,000ぽ
姫川、松川合流 点 に残 丘様 に残 る

城 山 の西裾

いわ したぐち

岩  下  口

Jヒ          吻尤

(塩   島 )

包 蔵 地

400が

水 田

姫 川 右岸、 塩 島部 落 西 方。 牧寄

丘陵 南東 向斜 面 の裾 に あ た り、 松

川 の扇 状 地 の末端 にの る ら しい。

若 干 南東 向 の緩 傾斜 地。

おちくらきた1

落 倉 北

琵

原

城

(落   倉 )

14,920
～ 67番 地

包 蔵 地

畑

宅 地

原 野

姫 川 左 岸、 親 の原 に連 な る広大

な落 倉原 の 中央 部 東 はず れ、 い く

分 か東 向 きの傾 斜 をもつ が、 ほぼ

平坦 な原野 で、 西側 を小 さな沢 が

深 く開析 し、 ロー ム層 が確 認 で き

る。遺 物 散 布 は散 漫 で あ る。
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遺 物 所 有 者
古墳時 代 以降

前期  諸磯B式

中期

新 道 式

藤 内式

曽利 I.Ⅱ 式

加 曽利 E式

後 期

堀 之 内式

打 製石 斧

石 鏃

石 皿

横 山  泉

藤 森  健正

松 倉   豊

時 期 不詳

磨 製石 斧

打 製石 斧

塩 島  義 人

打製 石 斧

時 期 不 詳

塩 島 義 人

磨 製 石 器

(時 期 不諭

笠 井  正 則



遺跡 NO 名 称 所  在  地 規  模  。 形  状 現 状

8の 1

(5320)
〔1885:

ひが しさの

東  佐  野

1 号  墳

(通 称鎧塚)

神 城

(東 佐 野 )

2,362
番 地

円墳

南北  13.80m
東 西  15。 oo m

高   2.6om

道 路工 事 のた め周 囲 を若

干 削 り取 られ る。

墳 丘 上 に道租 神桐。

8の 2

(5321)
〔1883〕

野

墳

佐

号

東

２

神 城

(東 佐 野 )

5,136
番地 イ号

円墳

東 西  14.50m
南北   8.20m
高   2.30m

家 屋建 築 の ため墳 丘 の南

半分 を失 う。

墳 上 に 桐あ り。

8の 3

野

墳

佐

号

東

３

城

(東 佐 野 )

5,136
番地 イ号

円墳

東西  11.90m
南北  10.60m
高   1.10m

山 林

8の 4

野

墳

佐

号

東

４

神 城

(東 佐 野 )

5,1 3 7

番 地 口号

円 墳

径 南 北 28。 60m
上 部 平 坦 面 の径

6.6om

墳 端 の 径

1 9.6 0m

高 南 端 で

北端 で

周濠 (巾 4.lm、 深

0。 75m)が 全 周 す

る。 上部 の平坦 面 が

明瞭 に残 る石室 は存

せ ず、 木棺 直葬 墳 の

可能性 が強 い。 東佐

野 古墳 群 中最 大 で あ

る。

山林 内
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位 置 。 地 形 .地 質 時  期  . 遺  物 備 考

東佐 野 部 落 の入 口

ゆ るや か な広 い尾 根 の先端 の南 向 き

の緩 傾斜 地 に あ り、 や や孤 立 してい る (

基盤 の地 質 は不 明 だ が、 シル ト質土 と

腐植 土 を不 規 則 に盛 り上 げ て墳 丘 を形

成 して い る。

東 佐 野 部 落 の 背 後 、 ゆ るや か な尾 根

上 。

刀 子 (時 期 不 詳 、 現 在 な

し)

東佐 野 部 落 の背後 。 2号 墳 の北 東 に

並 ぶ。

ゆ るや か な尾 根 を浅 くカ ツトし、盛土を

して築造 している。

昭和 27年項 トレ ンチ を

入 れ て調査 した こ とが あ

るが、 無 石 郭 墳 で あ り、

遺 物 の出土 もなか った。

東佐 野 部 落 背後。 ゆ るや か な尾 根 の

北 む きの斜 面。

3号 墳 の北 にや ゝ離 れ て並 ぶ地 質 は

河 川堆 積層 か と思 われ る礫 含 み の層 の

上 に浅 く (数 Cm程 )ロ ー ム層 が被 り、

さ らに腐植 土 が厚 く堆 積 す る。 古 墳 は

腐植 を基盤 と し、 ロー ム質 土、 腐植 土

円礫 含 み の シル ト質土 を乱 雑 に、 不規

則 に積 み上 げ る。 濠 は腐 植 土 か らロー

ム河 川堆 積 層 上面 へ掘 り込 ん で い る。

土師 器杯

(6世 紀 後 半 )

昭和 53年 11月 トレ

ンチ を入 れ て確 認 調査 を

実施 す る。

封 土 中 に縄 文土 器片 を

含 む。



遺跡 NO 名 称 所  在  地 規  模  . 形  状 現 状

8の 5

野

墳

佐

号

東

５

神 城

(東 佐 野 )

5,136
番 地 イ号

円墳

南北   1 0。 90m
東 西  13.60m
高 北   0.60m
南   1.30m

墳頂 平坦 面 が良好 に

残 る。

山林 内

8の 6

野

墳

佐

号

東

６

神    城

(東 佐 野 )

5,135
番地

円墳

径 南北 10。 90m
高北   0.90m

南   0.45m
直径 に比 べ高 さが低

く、 古墳群 中 では特

異 な形 状 を呈 す。

山林 内

8の 7

野

墳

佐

号

東

７

神 城

(東 佐 野 )

5,135
番 地

円 墳

径 南 北 、 東 西 と も

1 0。 3om
高 東   1.2om

西   1.3om

山林 内

8の 8

野

墳

佐

号

東

８

神 城

(東 佐 野 )

5,135
番地

円墳

径 東 西 11.5om
高東   1.Oom

西    0,9om

山林 内

ゴ ミ捨 て場 とな り原状 を

損 う。

8の 9

野

墳

佐

号

東

９

神 城

(東 佐 野 )

5,134
番 地 イ号

円 墳

径 東 西  9。 10m

高 さ現 状 で

0.7 0m

中心 部 を破壊 され て い る

山林

8の 10

東  佐  野

10号  墳

神 城

(東 佐 野 )

5,1 3 4

番 地 イ 号

円 墳

径 東 西  9.lom
高 さ現 状 で

東   1.30m
西   0。 45m

墳 丘 上 に 桐 を作 っ て あ る

た め、 上 部 が 削 平 さ れ て い

る。



位 置 。 地 形 。 地 質 時  期  。 遺  物 備 考

東佐 野 部 落背後 の尾 根 上 3号 墳 の北

東寄 りに並 ぶ。

東佐 野 部 落背後 の尾 根 の北 西斜 面 の

最 末端 4号 墳 の西 に 30mほ ど離 れ て

並 ぶ。

東佐 野 部 落 背後 の狭 小な尾根 上 に あ

り、 5号 墳 の東 に並 ぶ。

以下 ll号 墳 まで尾 根 上 に 1列 に並

ぶ。

東 佐 野 部 落 背 後 の尾 根 の 平 坦 面 で、

7号 墳 の 東 約 20mの 地 点 。

昭 和 27年 調 査 の た め

トレ ンチ を入 れ る。

無 石 郭 墳 。

部 落背後 の尾 根 の上 8号 墳 の東 に並

ぶ。

部 落背後 の尾根 上、 9号 墳 の東 に接

す る。
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遺跡 NO 名 称 所  在  地 規  模  . 形  状 現 状

8の ll

(5330)
〔1892〕

東  佐  野

11号  墳

神     城

(東 佐 野 )

5,133
番地

円墳

径 東 西 19。 50m
高東   2.50m

西   2.10m

山林 内

9

(5335)
〔1879〕

つち轟し

土 橋 古 墳

(通 称

屏 風塚 )

神

(沢

城

渡 )

円墳

現状 で

径 南北 lo.oo m
東 西  8。 20m

高 南   1。 60m
北   1.50m

原野

開 田の ため東 部 を大 き く

失 う。

10の 1 む け  や ま

向 山

l 号  墳

神 城

(沢   渡 )

13,080番 地

12,805″
12,806″
12.807″

円墳

径   14。 90m
高    1.30m

墳頂 に平坦 面 を残 す。

山林 内

ょ く現状 を と どめ る。

10の 2

向 山

2 号  墳

神     城

(沢   渡 )

1 3,0 80勧
12,805″
12,806″
12,807″

円墳

径 南北 19・ 80m
頂 上平坦面 の径

7.10 m

高 南   2.20m
・
  1ヒ     2.50 m

山林 内

よ く現状 を と どめ る。

10の 3

向 山

3号 号  墳

神 城

(沢   渡 )

1 3,0 8 0翻
12,805″
12,806″
12,807″

円墳 (方 墳 の可 能性

あ り)

径 東 西 14.30m

高 西   1・ 80m
東   2.00m

径 に比 べ て低 く、 特

異 な形 状 であ る。

山林 内

道 路工 事、 堰 工 事 の た め

多少 変形 がみ られ る。

14 しゃ ご じ塚 神 城

(三 日市 場 )

円墳

現状 で

径 東 西 12.00m

高    3.00m

墳 上 に 桐 と社 藪 、 道 路 、

宅 地 等 に よ り周 囲 を削 り取

られ て い る。

‐
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位 置 .地 形 。 地 質 時  期  。 遺  物 備 考

部落 背後 の尾根 上 の東端 、 10号 墳

の東 に接 す る。

段丘 の最 高所 先端 に立地 。

姫川 右岸 の河 岸段 丘 先端 に立地 す る。

信濃 考古総 覧 に よれば

も との大 き さ

径   20.6m
高    2.2m

も と付近 には他 に 2基 の

古 墳 が あったが壊 滅。

三 日市場 部 落 南、 宮 沢 の上 に東 か ら

延 び る尾根 の先端 に立地。 北 西 向 き急

傾斜 面 で眺 望 は良好 で あ る。

1号 墳 の 上 に続 く、 急 斜 面 に 立 地 。

尾 根 の 先 端 を深 く切 断 して 墳 丘 をつ く

る。

尾 根 の 最 末 端 で宮 沢 の 沖 積 地 に 直 面

す る ご く緩 や か な北 向 斜 面 。 尾 根 寄 り

の 墳 端 部 分 よ り須 恵 器 等 の 遺 物 が 出 土

して お り、 埋 葬 に 伴 う儀 礼 の痕 跡 が残

る可 能 性 が あ る。

須 恵 器 提 瓶

(6世 紀 末 )

土 師 器 .甕

(時 期 不 詳 )

三 日市場 部 落 西端 上部 段 丘 下。
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遺 跡 NO 名 称 所  在  地 規  模  。 形  状 現 状

き もん

鬼  門 塚

神 城

(三 日市 場 )

円墳

径 南北  9。 00m
高    1.50m

宅 地 内

形 が崩 れ て い る ら しい。

16の 1 こまるや ま

小  丸  山

1 号  墳

城

(北 谷 地 )

17,263

番地

円墳

径   7.20m
高   0.80m
若 干 の盛 土 のみ の

小 円墳。

原野

原状 を保 つ。

16の 2

山

墳

丸

号

小

２

神 城

(北 谷 地 )

17,263
番地

円墳

径 東 西  7.65m
南北  8.90m

濠 の径

東 西 11.90m

高   1.20m
濠 はほぼ半 周 。盛

土 は高 い やや楕 円形

の円墳 で、 小 丸 山古

墳 群 中最 大 で あ る。

原野

原状 を保 つ。

16の 3

小  丸  山

3 号  墳

神 城

(北 谷 地 )

17,263
番 地

円墳

径    4。 20m
高    0.60m
極 め て小規模 で古

墳 と認 め られ るか ど

うか微 妙 で あ る。

原野

原状 を保 つ。

18の 1

(5331)
〔1875:

じ ょ うみ ね

城 峯

1 号 墳

神 城

(堀 之 内 )

15,131
番 地

円 墳

径

南 北     16.00 m
東 西  17.00m
高

南    1。 90m
ゴヒ       1.40m

上 部 平 坦 面 の径

東 西   8。 00m
南 ゴヒ      7。 40 m

山林 内

原状 を保 つ。



地  形 時 期  。 遺 物

三 日市 場 部 落 北端 山麓 。

丘陵 平坦 部 最 西端 で か な りの傾斜 を

もつ西 向 き斜 面 に 1基 のみ孤 立 して存

す る。

丘陵 頂 部平坦 面 の南端 に位 置 す る。

墳 丘 南斜 面 は丘陵 斜 面 に連 続 す る。 弥

生後 期 及縄 文 前期 の包蔵 地 上 に築 造 さ

れ て い る も よ うで あ る。

丘陵 頂 部 平坦 面 の南端、 2号 墳 の東

Om程 に位 置 す る。

〔尚、 この 3基 以外 の苦 墳 (小 円墳

が存在した可能性が強い〕

堀 之 内部 落 の北 に接 す る丘陵 上。 北

か ら延 び る巾広 い ゆ るや か な尾根 の上

の南 向 き斜 面 に立地。



遺跡 NO 名 称 所  在  地 規  模  . 形  状 現 状

18の 2

(5332)
〔1876:

城 峯

2 号  墳

神 城

(堀 之 内 )

15,122

番 地

円墳

径 南北 25.00m
東 西 26.60m

高  南  2.80m
Jヒ   2。 00 m

上部平 頂 面 の径

東 西 10070m

南北 11。 00m
幅 2.5mの 周濠 をめ

ぐらす。

山林 内

よ く原状 を保 つ。

18の 3

城 峯

3 号  墳

城

(堀 之 内 )

15,122
番地

円墳

径 東 西  8:00m
南北 10.00m

高  南  1・ 80m

北  1。 10 m

上部 平 坦 面

東 西  3.00m
南 北  3.40m

山林 内

よ く原状 を と どめ る。

18の 4

城 峯

4 号  墳

神 城

(堀 の 内 )

15,122
番 地

円墳

径 東 西  5。 00m
南北  5.00m

高  北  0.40m
南  0。 80 m

原 野

18の 5

城 峯

5 号  墳

神 城

(堀 之 内 )

15122
番 地

円墳

径 東 西

南北

高  南

Jヒ

11。 70 m
10。 00m

l.80m

l.10 m

原 野
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位 置 地 形 地 質 時  期  。 遺  物 備 考

堀 之 内部 落 の北 の丘陵 上 北 か ら延 び

る尾根 上 に立地。

堀之 内部 落 の北 の丘陵 上。

北 か ら延 び る尾 根 の上 に立地 。

堀之 内部 落 の北 の丘陵 上。

北 か ら延 び る尾 根 の上 に立地。

堀之 内部 落北 の丘陵 上。

北 か ら延 び る尾 根 の緩 傾斜 面。





遺 跡 と 遺 物
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東佐野 1号墳 (通称鎧塚 )

∫釉

南より撮影

8の 2 東佐野 2号墳 (北より撮影 )



8の 4 東佐野 3号墳 (南西より撮影 )

9 土橋古墳 (通称屏風塚 )

｀  西より撮影
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10 北谷地小丸山 (東より撮影)棒の立っている上部分が住居址。

発掘された住居跡



11 向山▽ 12 宮原▽ 13 大屋敷マ石西より撮影)

18 城峰 1号墳 (左側 )こ の南側に城峰遺跡がある。 (南より撮影 )

勒

〓



鑢 ll簸議 亀
'ζ・ ・|キタ

21 程沢 (西より撮影 )

31 野平大麻 (西南より撮影 )



34 青鬼馬場 (北西より撮影 )



40 堂平 (北西部城山より撮影 )

43 落倉開拓地 (北東より撮影 )
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1 大原遺跡
2 稲場遺跡
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16 北谷地小丸山遺跡
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16 北谷地 小丸山 遺跡
17 城  峰  遺  跡
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上段

下段
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19中 あ そ 遺 跡
20 堀之内 小丸山遺跡
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程 沢遺跡

下原北遺跡

滝の宮遺跡



奮●

▼▼

ツ

Ｄ
」
Ｅ
Ｄ
Ｆ

■■
籟

、

４
さ

ｌ

ヽ

、

ハ
せ

―

詩

・４
″
ハ

ル

成

▲
Ｔ

■

ふ

▲
員

Ａ
【

Ｒ

Ａ

ら

■

ハ

ハ
ム

員

摯
●

●
ふ

集

（

▲

４

・

―

プ

醸
鸞
ｆ

口

▼
　

１

１
口
与

４

27 滝の宮遺跡
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34 馬場遺跡



上段 左端 35 下 くれ遺跡

他    36 豆 田遺跡
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下段右

豆田遺跡

屋敷遺跡
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38 船山遺跡
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40堂 平 遺 跡

左 8-4 東佐野 4号墳

右10-3 向 山 3号墳
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堀之内小丸山遺跡

中あそ遺跡

東佐野古墳群 4号墳

向山古墳群 3号墳

(1/2に縮尺 )
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昭和 7年、信濃考古学会誌に載せ られた、江口善次の北安曇郡石器時代遺跡地名表には、白

馬村の遺跡 として、舟山・幸田 。嶺方・蕨平二ヶ所の 5遺跡が報告 されている。また昭和31年

の信濃史料には11遺跡。それが今回の分布調査によって37遺跡になった。

このように多くの遺跡が見出されたのは、開発が進んで、今まで土中に埋 もれていた遺跡が

あらわれてきたこともあるが、何 といっても、今までの個人的な、散発的な調査に くらべて、

計画的・組織的調査が行われたことによるといってよい。またその間の学問の進歩ということ

もあって、さきの調査に増 して一段の詳細さや具体性を多くしてお り、この村の古代のようす

を知る手がか りが、より多く、より明らかになったことは間違いのないことだろう。

縄文や弥生の遺跡数は上記のように確実に増 しているが、古墳の場合は少 し事情がちがって

いる。大正 10年 の春 日́賢一の報告が信濃教育 10月 号に載せ られているが、白馬村の古墳が21基。

昭和31年の信濃史料には18基、今回の調査では25基 というように、それほどには3、 えていない。

これは古墳が地上に姿をあらわしていることから、人の目につきやす く、昔から認識されてい

て、新 しく発見される余地があまりないこと。また古墳 と認定するか否かについて、調査者の

間に若千の考え方の相違があると思われること。開田その他の理由により、破壊 されてしまっ

たものが相当数あると考えられること。などのことがらからみあって、新 しく古墳 と認められ

たものの他、失われてしまったのもあり、その数に出入りがあったのである。

古墳は今後のより徹底 した調査でも、新 しく発見される可能性は少ないように思われるが、

住居址などの遺跡は、まだまだ発見される可能性を持っている。殊に村の西部の扇状地々域は、

後世の氾濫のために、未知の遺跡が地中深 く埋没していることも考えられるし、落倉の原のよ

うに、広い原野になっているところは、今回調査でもほとんど手が出せなかったという事情 も

ある。

今回の調査で、最 も成果の上ったと考えてよいことは、神城地区の湿原周辺で、いくつかの

弥生時代から古墳時代にかけての遺跡が検出されたことである。

昭和27年故大場磐雄博士が、松本平の弥生文化は、越後から姫川をさかのぼって入ったのでは

ないか、という問題をもって、自馬村 。小谷村の遺跡調査をしたことがあったが、つい両村の

うちに弥生遺跡は検出できなかったことを記憶 している。しか し今回の調査では、いくつかの

遺跡 と遺物を見ることができたのである。

およ
´
そ8000年に及ぶ長い期間にわたる縄文時代は、さらに細か く土器型式による編年がなさ

れてお り、またラジオカーボンデーティングなどによって、絶対年代の把握 も、次第に可能に

なってきている。

白馬村の遺跡をみると、同一遺跡から長い時代にわたるヾいくつかの型式の遺物が出土 して

いることがわかる。 (一覧表参照)こ れはその土地が生活に適 した土地であることを物語るも

のであるが、縄文時代 と弥生時代以降 とでは、遺跡の立地がはっきりと切 り替っているのに気



付 く。このことは狩猟や採集を主な生活手段とした縄文時代から、稲作もすることを知った弥

生時代になって、稲作に便利な水辺に住むようになったと考えてよい。また遺跡は現在の村落

からひどく遠い地点に離れて存在するものは少なく、ほとんど村落の中や近接した地点にある

ので、遺跡に住んだ人たちはその村の祖先に当るのではないかと考える人も時たま見受けられ

るが、広い展望に立てばそういうことを言えなくはないが、直ちに血縁関係のようなものを考

えるのは早計である。

白馬岳に露頭をもち、小さな転石 として、いまも姫川やその支流の河床で拾うことのできる

ものに滑石がある。この石を加工してさまざまな身体装飾品を作ることが、縄文前期末葉にお

おいに盛んになった。あるいは当時の宗教的感情の表出かも知れないが、その意味あいは十分に

解明されていない。この現象は船山遺跡に異常に滑石製品が多いことが注目された、昭和 5年

頃からの課題といっていい。またこの山の滑石の分布を追うことにより、当時の社会の有様の

一端が知られる可能性もあるだろう。

同じように白馬村や小谷村に多い蛇紋岩が石斧の材料として、あちこちに運ばれていること

も同様な問題を含んでいる。

今回の分布調査に先立って実施された・ヾ北谷地小丸山遺跡緊急発掘調査は、この地方の弥生

時代の研究に大きな寄与をするものであったし、調査と併行しておこなった東佐野 4号墳の確

認発掘も、この地方の古墳文化を考える上での貴重な知見となった。松本平にある古墳として

は、決して小規模なものではないこの古墳が、内部施設を全然持たない無石郭古墳であったと

いうことについて (恐 らくこの村の他の古墳も同じ様式であろう)われわれは、ここに葬られ

た村落の支配者と思われる人物が、未だ十分に権力者として成長しない段階にあったために、

村民を駆使して、やや離れた平川から石材を運び、石郭を構築することができなかったのでは

ないだろ うかと考えた。 また生産性のあまり高くないこの地方での経済力の弱さを考えること

もできよう。今後究明さるべき問題であろう。

最後に埋蔵文化財保護の問題について一言ふれておきたい。

白馬村では過去に忘れられない破壊が二件起きている。ひとつは神城地区土橋古墳群におけ

るものであり、もうひとつは東佐野の白山城址が圃場整備事業のためにつぶされてしまったこ

とである。いずれも開田という生活問題にかかわることで、止むを得ないことではあるが、せ

めてわれわれが事前にキャッチして緊急調査を実施できたならと悔まれる。

そこでそういう事態を防ぐ方法として、打つ手は二つあるように思われる。ひとつは文化財

保護についての知識の普及である。どこにどんな遺跡があるのか、また遺跡を発見したならば

どうすればよいのか、についていろいろな機会を利用して地教委が教育活動をするのである。

知ることは保護につながることであろう。その二は、何かの事業が行われるとき、そこが遺跡

に当っていないかどうかを、チェックする体市1を確立しておくことである。村役場のシステム

の中で、事業の確認や認可が行われる段階で、チェックすることは可能であると思われる。

さらに付け加えるならば、学校教育の中で児童生徒に、文化財保護の考えをしっかりと植え

つけ、盗掘の悪であることを教えむことも必要であろう。



七

不十分な分布調査 ではあったが、この作業や報告書が、白馬村の埋蔵文化財保護のために役

立てば、調査に当ったわた したち団員一同のこの上ない幸せ である。
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あ  と  が  き

この調査を始めてもう一年が終ろうとしている。忙しい人たちばかりの調査

委員会で、本当にあわただしい日々 の連続であった。二年という限られた月日

の中で集めた代表的な遺物と主要な遺跡の景観写真を集録することで、一般の      '

人がみてもわかりやすいような方法を取ることにつとめたつもりである。調査

報告をするにあたっては、長沢武氏 (大町市山岳博物館調査員、村文化財保護     ´

委員)よ り玉稿を頂 くことができたし、さらに実地調査や遺物の実見に当って

は地主の方々をはじめ村民各位、村内学校の児童生徒諸君からもご教示、ご協

力を賜わった。厚 く御札を申し上げたい。当初、北谷地小丸山・八方古屋敷・

東佐野古墳群等の発掘調査結果等もあわせて発表したいと考えていたが残念な

がら時間がまにあわなかった。今後、この調査を土台として、ぜひ発表の場を

設けたいと考えている。

白 馬 村 教 育 委 員 会      ?

白馬村遺跡分布調査報告
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